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メイン会場から呼びかける古賀連合会長

賃金 集計（定昇込み平均賃上げ方式・加重平均） 5,150円  1.99％
 （回答・妥結の内 賃上げ分※・加重平均）　　1,378円（46組合）
 （前年同時期比較  ＋659円  ＋0.26％／前年実績比較  ＋894円  ＋0.32％）

※賃金カーブ維持相当分（定期昇給相当分）を除いた賃金改善分

賃金 集計（平均方式・加重平均） 5,981円  2.08％
 （前年同時期比較  ＋1,056円  ＋0.36％）

一時金・年間 集計（組合員・加重平均） 月数集計 4.08月   額集計 1,205,579円
 （前年同時期比較  △0.21月  △13,288円／前年実績比較  △0.06月  ＋28,837円）

一時金・夏季 集計（組合員・加重平均） 月数集計 2.02月   額集計     652,353円
 （前年同時期比較  △0.33月  △25,159円／前年実績比較  ＋0.00月  ＋34,954円）

一時金・年間 集計（組合員・加重平均） 月数集計 4.98月   額集計 1,540,887円
 （前年同時期比較  ＋0.45月     ＋80,369円）

一時金・夏季 集計（組合員・加重平均） 月数集計 2.37月   額集計     690,851円
 （前年同時期比較  ＋0.21月       ＋45,143円）

2014春季生活闘争　連合新潟第５回集計 回答・妥結状況（5月21日公表）

2014春季生活闘争　第７回回答集計結果〔全国〕（6月2日現在）
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６月の主な活動
 １日 青年・女性委員会
 合同研修会

 ８日 第４回女性委員会
  第24回女性集会

 ９日 第３回労働条件委員会

 10・11日
  全国一斉相談ダイヤル
 キャンペーン

 11日 第８回四役会議

 14日 土曜相談会

 22日 新潟県・食と環境ネットワーク
 体験型学習会

 23〜25日 平和行動 in 沖縄

 24日 第８回執行委員会

全
国
総
行
動
新
潟
県
集
会

食
糧
難
改
善
へ

　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

 

支
援
米
発
送
式

　

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
が
危
機

的
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
今
、

全
国
の
連
合
を
つ
な
ぐ
大
き
な

集
会
と
し
て
、
５
・
27
全
国
総

行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
連
合

新
潟
は
新
潟
市
音
楽
文
化
会
館

で
集
会
を
開
催
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
で
全
国
の
連
合
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
本
部
の
古
賀
会

長
は
「
労
働
基
準
法
を
は
じ
め

と
す
る
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
は
、

働
く
者
が
人
た
る
に
値
す
る
生

活
を
営
む
た
め
の
最
低
限
の
ル

ー
ル
。
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪

審
議
を
含
め
、
世
論
を
バ
ッ
ク

に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
駆
使
し
、

働
く
者
の
団
結
で
こ
れ
ら
を
断

固
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
会
情
勢
報
告
が

あ
り
、
そ
の
中
で
民
主
党
・
海

江
田
代
表
は
「
働
く
者
を
犠
牲

に
す
る
成
長
戦
略
は
あ
っ
て
は

　

五
月
二
三
日
、
昨
年
度
育
て

た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
救
援
米

の
発
送
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
上
越
地
協
、
県

央
地
協
の
休
耕
田
で
作
っ
た
米

に
、
中
越
地
協
の
組
合
員
が
育

て
た
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
加
え

て
、
約
一
・
二
ト
ン
が
集
ま
り

ま
し
た
。
例
年
、
支
援
米
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
送
っ
て
い
ま
す
が
、

　

六
月
五
日
、
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

最
低
賃
金
担
当
者
会
議
が
、
福

井
県
で
開
催
さ
れ
、
各
県
か
ら

昨
年
の
審
議
経
過
と
今
年
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
学
習
会

で
は
、
最
低
賃
金
を
め
ぐ
る
社

会
経
済
情
勢
と
連
合
の
二
〇
一

四
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
提

起
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

政
府
が
二
〇
一
〇
年
に
確
認
し

た
第
四
回
雇
用
戦
略
対
話
合
意

事
項
に
つ
い
て
「
二
〇
二
〇
年

ま
で
に
で
き
る
限
り
早
期
に
全

国
の
最
低
賃
金
八
〇
〇
円
を
確

保
し
、
景
気
状
況
に
配
慮
し
つ

つ
、
全
国
平
均
一
〇
〇
〇
円
を

め
ざ
す
」
に
つ
い
て
、
政
労
使

で
確
認
し
て
お
り
、
そ
の
目
標

を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今

年
の
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
い

最
低
賃
金
の
底
上
げ
に
向
け
て

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
最
賃
会
議
を
開
催

今
回
は
東
京
の
市
民
団
体
の
協

力
を
得
て
、
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ

共
和
国
へ
と
発
送
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
も
、
日
本
通
運
株
式
会

社
新
潟
支
店
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
に
花
束
を
渡
し
て
激
励

し
、
無
事
発
送
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米

の
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
ら
な
い
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
三

者
構
成
原
則

は
世
界
の
常

識
だ
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、

全
国
で
同
時

開
催
さ
れ
て

い
る
集
会
会

第24回
新潟県勤労者駅伝大会

と　き：2014年９月14日（日）
ところ：デンカビッグスワンスタジアム

およびスポーツ公園内コース
スタート：11時30分
※募集要綱等詳細は、７月発送予定です

５.27

場
を
代
表
し
て
、
４
地
方
連
合

会
に
よ
る
リ
レ
ー
中
継
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
後
、

連
合
新
潟
の
齋
藤
会
長
は
あ
い

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
後
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
労
働
者
保
護
ル
ー

ル
改
悪
反
対
へ
の
意
思
統
一
を

行
い
ま
し
た
。

　

集
会
後
の
デ
モ
行
進
で
は

「
法
律
に
沿
っ
た
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
を
守
れ
！
」「
労
働
者
の
使

い
捨
て
は
許
さ
な
い
ぞ
！
」
と

声
を
上
げ
、
広
く
市
民
に
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　

報
道
で
は
連
日
の
よ
う
に
労

働
法
制
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
て
い
ま
す
。
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

し
っ
か
り
と
声
を
上
げ
、
全
国

の
労
働
者
を
守
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

労働の規制緩和に NO
今こそしっかり声を上げよう

連
合
新
潟
へ
の
最
近
の
相
談
事
例
か
ら

�

・・・�

若
者
に
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を�

・・・

�

下
越
地
協

　

五
月
一
〇
日
に
厚
労
省
が
発

表
し
た
今
季
卒
業
の
高
校
生
の

就
職
率
（
就
職
希
望
者
に
対
す

る
就
職
者
数
の
割
合
）は
九
八
・

二
％
。
四
年
連
続
の
改
善
で
、

バ
ブ
ル
景
気
の
一
九
八
八
年
の

水
準
に
並
ん
だ
と
新
聞
で
報
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

働
く
者
の
権
利
を
知
ら
な
い

ま
ま
就
職
し
、「
こ
れ
が
当
た

り
前
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
労

働
基
準
法
を
知
っ
て
愕
然
と
す

る
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
る
よ
う
で

す
。

　

二
月
に
「
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

の
チ
ラ
シ
を
見
た
母
親
か
ら
、

連
合
下
越
地
協
に
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。「
二
二
歳
の
娘
が
、

歯
科
技
工
士
専
門
学
校
の
紹
介

で
就
職
し
、
朝
八
時
か
ら
夕
方

六
時
の
勤
務
だ
っ
た
が
、
今
は

朝
七
時
に
出
勤
し
て
夜
一
〇
時

か
ら
一
一
時
に
帰
宅
し
て
い

る
。」さ
ら
に
話
を
聞
く
と
、「
従

業
員
は
正
規
社
員
の
本
人
を
含

め
二
人
で
、
パ
ー
ト
と
臨
時
の

人
が
五
時
に
退
社
し
た
後
に
残

っ
た
仕
事
を
二
人
で
終
わ
ら
せ

て
い
る
、
休
日
は
昼
過
ぎ
ま
で

起
き
ら
れ
な
い
状
態
が
続
い
て

い
る
。」
と
い
う
の
で
す
。
こ

ん
な
働
き
方
が
あ
る
の
か
、
と

怒
り
心
頭
の
よ
う
で
し
た
。
本

人
か
ら
電
話
し
て
下
さ
い
と
答

え
た
が
そ
の
後
連
絡
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

二
二
歳
と
い
う
貴
重
な
時
期

を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
、

と
願
う
だ
け
で
す
が
、
学
生
の

就
職
戦
線
に
明
る
さ
が
戻
っ
て

き
た
一
方
で
、
若
者
の
雇
用
環

境
が
こ
こ
ま
で
荒
れ
果
て
て
い

る
状
況
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

働
く
者
が
分
断
さ
れ
モ
ノ
と

し
て
扱
わ
れ
、
や
り
が
い
や
達

成
感
を
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

働
か
さ
れ
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

若
者
に
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
（
誰
も
が
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
仕
事
）
を
！

さ
つ
の
中
で
、

「
政
府
が
め
ざ

す
『
世
界
で
一

番
企
業
が
活
動

し
や
す
い
国
』

が
、
労
働
者
の

犠
牲
の
上
に
成

り
立
つ
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
強
調
。

集
会
ア
ピ
ー
ル

の
確
認
、
シ
ュ

て
反
映
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
提
起
が
あ
り
ま

し
た
。

　

新
潟
県
最
低
賃
金
の
審
議
に

あ
た
っ
て
は
、
今
年
の
春
季
生

活
闘
争
の
結
果
を
踏
ま
え
、
最

低
賃
金
の
底
上
げ
を
図
り
「
す

べ
て
の
働
く
者
の
処
遇
改
善
の

実
現
」
と
な
る
よ
う
審
議
に
臨

ん
で
い
き
ま
す
。
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お問い合わせは
新潟県労働金庫本支店まで

※2014年6月1日現在

▲民主党青年委員会と意見交換を実施

46%

38%

15%
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連休が
取れなかった

2～4連休

5連休以上
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祖
父
の
葬
儀
が
終
わ

り
、
一
段
落
を
し
て
い

た
時
。
祖
母
が
「
こ
の

壺
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

形
見
に
し
て
、
床
の
間

に
置
い
て
お
こ
う
。」
と
。

聞
け
ば
戦
時
中
に
大
阪

か
ら
引
き
上
げ
て
く
る

時
一
緒
に
仕
事
を
し
て

い
た
商
人
か
ら
貰
っ
て

き
た
物
だ
と
か
。

　

骨
董
品
好
き
な
親
戚
が
興
味
を

示
し
、
さ
っ
そ
く
鑑
定
。「
う
ー
ん
。

室
町
時
代
の
物
に
も
見
え
る
し
、

江
戸
時
代
の
物
に
も
見
え
る
し
…
。

も
っ
と
詳
し
い
人
に
見
て
も
ら
お

う
。」
と
、
後
日
骨
董
品
コ
レ
ク
タ

ー
の
元
へ
。
す
る
と
年
代
や
価
値

は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
「
是

非
譲
っ
て
い
た
だ
き
た
い
！
」
と
懇

願
さ
れ
慌
て
ま
し
た
。
祖
父
の
大

事
な
形
見
は
譲
れ
ま
せ
ん
が
、
な

ん
で
も
鑑
定
団
に
で
も
出
て
み
ま

す
か
ね
。�

（
宇
）

５月のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�　今年のゴールデンウィーク、どのくらい休めた？
　今年のゴールデンウィークは、なかなか連休の取りに
くい曜日の巡りだったようですが、５連休以上とれた方
が約４割という結果になりました。反面、ゴールデンウ
ィークにおいても連休が取れなかったという声もありま
す。仕事の充実のためには、ワーク・ライフ・バランス
の充実が大きな意味を持ちます。しっかりと休みがとれ
るように、職場でも声を上げていきましょう。
　６月のＨＰアンケートは、男女平等月間に関する話題
です。投票お待ちしています。

土曜相談会 ７月は12日に開催

私のまちの

ほっとスポット

「秋葉の火祭り」
　今回は長岡市谷内で行われる「秋葉の火祭り」を紹介します。
　秋葉神社は、栃尾地区にあり火伏
せ（火防）の神様として全国に多く
の神社をもつ秋葉三尺坊大権現を祀
った神社です。その神社のある秋葉
公園で三尺坊の遺徳をたたえ、命日
にあたる毎年７月24日の夜に火祭
りが開かれます。秋葉信仰の祖・三
尺坊は信州に生まれ、諸国修行後、岩野蔵王（長岡市楡原）に至り修行を続け、
神通力を得たと言われています。ほら貝の音とともに祭りが始まり、結界中央
の祭壇に灯が灯ると祭りは最高潮に達します。紅蓮の炎が静まる頃、火渡りが
始まり、善男善女が無病息災・家内安全を願い合掌して渡ります。
　公園の一角には、僧形をした謙信公の銅像があります。ぜひお立ち寄りくだ
さい。� （中越地協）

　　■ 問い合わせ
　　　　常安寺
　　　　　ＴＥＬ：0258-52-2318
　　　　栃尾観光協会
　　　　　ＴＥＬ：0258-51-1195

地
協
青
年
代
表
者
研
修
会
を
開
催

青年委員会の
課題を共有

東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
な
い

復
興
へ
頑
張
ろ
う
！

　

五
月
十
七
日
、
新
潟
市
・
万

代
市
民
会
館
に
お
い
て
、
地
協

青
年
委
員
会
役
員
と
連
合
新
潟

青
年
委
員
会
の
二
二
名
が
参
加

し
て
、
地
協
青
年
代
表
者
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
新
潟
佐
藤
青
年

委
員
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

　

五
月
三
一
日
～
六
月
一
日
、

連
合
新
潟
女
性
委
員
会
と
青
年

委
員
会
は
合
同
研
修
会
と
し
て
、

宮
城
県
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
被
災
地
の
視
察
に
行
き
ま
し

た
。

▪ 

連
合
新
潟
女
性
委
員
会

池
田
こ
ず
え
（
Ｊ
Ｐ
労
連
）

　
（
有
）イ
ー
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
み

や
ぎ
赤
城
農
場
に
て
、
耐
塩
性

の
高
い
綿
花
の
種
ま
き
や
、
草

取
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
気
温

三
二
度
の
中
、
三
二
名
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
実
際
に
被
災
さ

れ
た
ホ
テ
ル
の
従
業
員
の
方
の

お
話
を
き
き
な
が
ら
、
被
災
し

た
建
物
を
み
て
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
で
知
る
情
報
よ
り
、
は

る
か
に
恐
ろ
し
い
津
波
だ
っ
た

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

▪ 

下
越
地
協
青
年
委
員
会

辻　
　

和
尊
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）

　

初
日
の
綿
花
の
種
ま
き
は
炎

天
下
で
し
た
が
、
皆
で
声
を
掛

け
な
が
ら
楽
し
く
作
業
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
に
は
キ

　

五
月
九
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
民
主
党

新
潟
県
連
青
年
委
員
七
名
（
県

議
・
市
議
）
と
連
合
新
潟
青
年

委
員
六
名
が
参
加
し
、
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

６月の自治体選挙
津南町長選挙

選挙日　2014年６月22日（日）

連合新潟推薦候補者

半戸 哲郎（はんど　てつろう）

無所属　新人　63歳

そ
の
後
各
地
協
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
意
見
交
換
で
は
、「
ど
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
参

加
者
が
増
え
る
の
か
」、「
女
性

の
参
加
率
を
増
や
す
に
は
ど
の

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
の

か
」、「
会
議
を
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
し
て
行
っ
て
い
る
の
か
」

な
ど
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
青
年
活
動

の
必
要
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
と
題
し
て
連
合
新
潟
諸

橋
副
事
務
局
長
よ
り
、
連
合
新

潟
の
紹
介
と
青
年
委
員
会
の
必

要
性
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
、

そ
の
後
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
お

互
い
の
距
離
を
縮
め
る
手
法
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

民
主
党
青
年
委
員
会
か
ら
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
中
心

に
民
主
党
の
政
策
に
つ
い
て
の

説
明
と
、
県
や
市
に
お
い
て
の

取
り
組
み
状
況
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
青
年
委
員
会
か
ら

は
、
昨
年
の
活
動
報
告
と
今
後

の
活
動
計
画
に
つ
い
て
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
互
い
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
休
日
の
過
ご
し
方
や
議
員

に
な
っ
て
か
ら
の
生
活
の
変
化

な
ど
、
話
を
聞
き
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

2014

　

初
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
気
温
三
〇
度
を
超
え
る
炎
天

下
の
中
「
東
北
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク＊
注
１ト
」
の
綿
花
を
植
え
る

作
業
の
手
伝
い
を
し
、
二
日
目

は
南
三
陸
町
の
当
時
の
津
波
被

害
を
語
り
部
さ
ん
か
ら
説
明
を

受
け
、
復
興
は
道
半
ば
を
実
感

し
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
を
作
り

復
興
支
援
の
活
動
を
続
け
て
い

こ
う
と
誓
う
二
日
間
と
な
り
ま

し
た
。

＊
注
１「
東
北
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

津
波
被
害
に
よ
り
稲
作
等
が
困
難
に

な
っ
た
農
地
に
綿
花
を
植
え
る
こ
と
で
、

農
業
再
開
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
栽
培
し

た
コ
ッ
ト
ン
を
使
っ
た
新
規
事
業
で
安
定

し
た
農
産
業
と
雇
用
を
生
み
出
す
活
動
。

六
一
の
団
体
が
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
報
道
さ
れ
て
い
な
い

避
難
生
活
の
苦
労
話
を
聞
い
て
、

私
た
ち
が
今
で
き
る
防
災
の
事

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
研

修
会
参
加
者
全
員
の
心
に
刻
み

こ
ま
れ
ま
し
た
。

レ
イ
な
花
が
咲
き
、
秋
に
収
穫

さ
れ
て
自
分
達
の
ま
い
た
種
か

ら
製
品
に
な
る
こ
と
を
考
え
る

と
今
か
ら
楽
し
み
で
す
！

　

翌
日
は
、
実
際
に
被
災
し
た

ホ
テ
ル
の
方
が
語
り
部
と
な
っ

て
当
時
の
こ
と
を
話
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
を
通
さ
な
い
リ
ア
ル

な
体
験
談
を
聞
い
て
、「
忘
れ

な
い
こ
と
が
一
番
の
復
興
支

援
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り

ま
し
た
。


